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様々な機能性薄膜は、ナノ～マイクロ～ジャイアントマイクロ・エレクトロニクス、そして様々

な稼働設備から大型建造物に至るまで幅広い分野で応用されている。これらの多くの応用分野で

熱設計のための正確な熱物性値が必要とされ、さらに制御することが求められている。我々は様々

な酸化物半導体、縮退半導体、金属、窒化物等の数十 nmから数百 nmの厚さの薄膜に関してピコ

秒～ナノ秒パルス光加熱サーモリフレクタンス法により熱拡散率を求め、薄膜の構造や諸物性と

の相関を調べてきた。 1-15）以下に熱伝導度と電気伝導度の相関を示す。図中の直線は

Wiedemann-Franz則を用いた自由電子による熱伝導度を示す。この直線の値を差し引いた熱伝導は

フォノンによるものと考え、それぞれの薄膜の結晶性やヤング率等との関係性を議論する。さら

に金属―絶縁体相転移（モット転移）を用いた熱スイッチの可能性に関しても紹介する。13) 
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